








































































































































































































































































































































































貴様呼ばゝりにて辞職を強要せられ　それも病気といふ名目にてとう〻〻今日免官となりし   若し新
聞屋でも聞きに来られるとつい言過きるかもしれぬ故　逃けてきたとのこと也　宮内省のものには女
のやうなる人間ありて　官を売ることなと平気な奴も居るへし　されと幸田君之書婬　此災を招きた











































































































































































































































































































































No. 修学年月日 担当者・教員名 教科内容・テキスト 備考（在籍等級など）
① 1878年２月～ ──── 読物：『小学入門』
② 1878年２月～ ──── 読物：『小学読本』
③ 1878年２月～ ──── 読物：『刪修近古史談』 上級（上等科か？）在籍時
④ 1878年２月～ ──── 読物：『古文真宝』 上級（上等科か？）在籍時
⑤ 1878年２月～ ──── 算術：算術の運算
⑥ 1878年２月～ ──── 算術：珠算
⑦ 1878年２月～ ──── 習字
⑧ 1878年２月～ ──── 作文
⑨ 1878年２月～ メーソン（米） 唱歌 中等科か？高等科か？・通訳は中村専
⑩ 1878年２月～ 野口保興 図画：鉛筆画 中等科か？高等科か？
⑪ 1878年２月～ 野口保興 幾何 高等科
⑫ 1878年２月～ 亀井義六 ──── 担当は不明









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































和暦 西暦 月日 出来事
明治６年 1873 ３月９日 東京府神田区山本町において出生（父幸田成延・母幸田猷の五男）。※長兄
（成常）、次兄（郡司成忠）、三兄（夭折）、四兄〈成行（露伴）〉、姉（延）、
妹（幸）、弟（修造）。
























































































昭和６年 1931 ９月 『和蘭夜話』を刊行。


























昭和17年 1942 ６月 『日欧通交史』を刊行。







昭和24年 1949 11月 慶應義塾大学通信学部テキスト『書誌学２』を刊行。
昭和26年 1951 10月 「姉と妹と自分」（『千代田』第７号所収）を発表。











No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1901年 「史料の捜査及蒐集」『東壁』第３号 関西文庫協会
Ⅱ：都市史研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1908年 「徳川時代の大阪市制」『史学研究講演集』第１号 京都帝国大学文科大学 集１
② 1911年 『大阪市史　第五』 大阪市参事会 ５月刊行
③ 1911年 『大阪市史　第三』 大阪市参事会 ９月刊行
④ 1912年 『大阪市史　第四上』 大阪市参事会 ５月刊行
⑤ 1912年 『大阪市史　附図』 大阪市参事会 ５月刊行
⑥ 1913年 『大阪市史　第四下』 大阪市参事会 ５月刊行
⑦ 1913年 『大阪市史　第一』 大阪市参事会 12月刊行
⑧ 1914年 『大阪市史　第二』 大阪市参事会 ８月刊行
⑨ 1915年 『大阪市史　索引』（編集は太田亮三郎） 大阪市参事会 ４月刊行
⑩ 1925年 「維新前の大阪市制」『大阪文化史』 大阪毎日新聞社編
⑪ 1925年 「日本経済史上の大阪」『大阪文化史』 大阪毎日新聞社編 集１
⑫ 1933年 「江戸の市制」『岩波講座日本歴史』第６巻 国史研究会編 集２・奥付無し
Ⅲ：日本経済史研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1928年 『日本経済史研究』 大岡山書店 集１
② 1930年 「武家金融に関する研究」（博士論文） 慶應義塾大学より ７月29日授与
③ 1934年 『江戸と大阪』 冨山房
④ 1942年 『増補　江戸と大阪』 冨山房 集２
Ⅳ：日欧通交史研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1931年 『和蘭夜話』 同文館
② 1934年 『和蘭雑話』 第一書房
③ 1940年 『史話　東と西』 中央公論社
④ 1942年 『日欧通交史』 岩波書店 集３
⑤ 1948年 『史話　南と北』 慶應出版社
Ⅴ：書誌学研究
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1939年 『番傘・風呂敷・書物』 書物展望社 集７（抄）
② 1948年 『書誌学１』 慶應通信 集６
③ 1949年 『書誌学２』 慶應通信 集６
Ⅵ：その他
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
──　紀伝　──
① 1900年 『歴山大王』 博文館
幸田成友（1873−1954）の基礎的研究　─東京師範学校附属小学校在籍時を中心として─　　73
② 1901年 『熊澤蕃山』 博文館
③ 1910年 『大鹽平八郎』 東亜堂
④ 1941年 『聖フランシスコ・ザビエー小伝』 創元社 集３
⑤ 1942年 『改訂大鹽平八郎』 創元社 1910年の改訂
⑥ 1943年 『改訂増補大鹽平八郎』 創元社 1942年の改訂･集５
──　日本古典校訂　──
① 1911年 『冠註古事記読本』 至誠堂 集６（抄）
② 1927年 『古事記』（８月発行・初版） 岩波書店
③ 1927年 『古事記』（11月発行・再版） 岩波書店
④ 1932年 『教科書版　古事記』 岩波書店
⑤ 1937年 『古事記』 岩波書店 1927年の改訂
⑥ 1937年 『教科書版　古事記』 岩波書店
⑦ 1943年 『古事記』 岩波書店
──　外国史料翻刻　──
① 1896年 『十九世紀史』（ロバート・マッケンジー原著） 博文館





① 1896年 『中学教程　東洋歴史』 中等学科教授法研究会 幸田校訂・同会著
② 1899年 『外国地理　上巻』 金港堂 喜田貞吉と共編
③ 1899年 『外国地理　下巻』 金港堂 喜田貞吉と共編
④ 1900年 『外国中地理』 金港堂
⑤ 1901年 『東洋歴史』 博文館
⑥ 1901年 『西洋史講義　上』 吉川弘文館
⑦ 1918年 『新定日本歴史図解』（第一・第二学年用） 冨山房
⑧ 1922年 『改訂新訂日本歴史』 冨山房
⑨ 1924年 『新定日本歴史参考書』（第一・第二学年用） 冨山房
⑩ 1927年 『三訂新訂日本歴史』（第五学年用） 冨山房
⑪ 1929年 『四訂新訂日本歴史』 冨山房
⑫ 1932年 『新撰日本歴史』（初級用） 冨山房
⑬ 1932年 『新撰日本歴史』（実業校用） 冨山房
⑭ 1932年 『新撰日本歴史』（上級用） 冨山房
⑮ 1936年 『改訂新撰日本歴史』（初級用） 冨山房
⑯ 1936年 『改訂新撰日本歴史』（実業校用） 冨山房
Ⅶ：回顧録
No. 発表年 タイトル 出版社・編集団体 備考
① 1948年 『凡人の半生』 共立書房 集７






No. 発表年 著者 論題・掲載書／誌（出版社）・巻号
1 1954年 吉田小五郎 「幸田成友先生の訃」『史学』第27巻第４号
2 1954年 吉田小五郎 「幸田成友先生のこと」『芸林間歩』第１巻第１号
3 1954年 橋本増吉 「幸田成友博士の思い出」『社会経済史学』第20巻第３号
4 1962年 河北展生 「日本人教師」慶応義塾編『慶應義塾百年史』別巻（大学編）（非売品）
5 1967年 吉田小五郎 「幸田先生のこと」幸田成友『日本大王国志』（平凡社）
6 1971年 吉田小五郎 「幸田先生のことども」『三田評論』第710号
7 1976年 増田四郎 「幸田成友」永原慶二／鹿野政直編著『日本の歴史家』（日本評論社）
8 1979年 吉田小五郎 「幸田成友」『日本歴史大辞典』第10巻（河出書房）
9 1984年 太田臨一郎 「幸田成友」『国史大辞典』第５巻（吉川弘文館）
10 1988年 海老沢有道 「幸田成友」『日本キリスト教歴史大事典』（教文館）
11 1991年 林基 「三田の国史学と幸田成友」『史学』第60巻第２・３号
12 1991年 河北展生 「幸田成友」『史学』第60巻第２・３号
13 1993年 佐藤能丸 「幸田成友」『日本史大事典』第３巻（平凡社）

















本稿の作成に際し、慶應義塾大学経済学会・三田メディアセンターBDKE（Bibliographical Database of 
Keio Economists）プロジェクト、科学研究補助金基盤研究（C）「考証学・言語の学、そして近代知性・近
代的学問の「基体」としての漢学の学問方法」研究会（代表：竹村英二）、大和日英基金によるInternational 
Study Session in Cambridge〈Robinson College, Cambridge〉：Confucian and other sources of evidential 
research in East Asia（代表：竹村英二）、日本経済思想史学会における報告機会を提供していただいた。
ここに謝意を呈したい。
 （みやた・じゅん　中央大学経済研究所客員研究員　経博）　
